
三重県立盲学校 支援部                       ２０２３年１月１３日 

     

みなさんこんにちは！ 三重県立盲学校 支援部です。  

 ２学期は運動会、文化祭、各学部の校外学習など行事に向けた活動に子どもたちは一生懸命取り組

んでいました。頑張った分、達成感もあったのではないでしょうか？ 

さて、新しい年がスタートしました。３学期は締めくくりの時期です。子どもたちは、これまでの学校生活

で培ってきた力が少しずつ自信となり、次のステップに向けて頑張ろうという励みになっています。一人一

人の子ども達がより学校生活を楽しみ、自分の力を発揮しながら充実した日々を過ごすことができるよ

う、こちらも援助していきたいと思っています。 

今年もよろしくお願いいたします。 

 

   

 ～文化祭～ 

舞台発表「ひだまり教室～２人はなかよし」で、この日のために練習し

てきた「ミッキーマウスマーチ」の曲を全校の前で合奏しました。大勢

の前で披露するのはドキドキだったと思いますが立派に披露すること

ができました。 

  

 ～親子のつどい～ 

 親子のつどいでは、新しい友達が増えまし

た。どんどんつながりができてくると嬉しいで

す。早期教育では、五感をつかった遊び、歌

や楽器遊びを通してまわりの世界への興味

を広げ、自分の身体を知り、動かすといった

ことをねらいとして取り組んでいます。 

触れなかったものが少しずつ触れるようにな

ったり、新しい楽器の音に耳を傾けたり、自分

の身体について意識したり、自分が楽しめる

遊びを見つけたりすること等、それぞれの課

題に合わせて楽しみながら取り組んでいます。 

 

ひだまり教室・親子のつどい 

【１２月の親子のつどい「クリスマス会」の様子】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波技術大学（茨城県）に行ってきました 
 筑波技術大学は茨城県つくば市にある国立大学で、日本でただ一つの視覚障がい者、聴覚障が

い者のための高等教育機関です。保健科学部（視覚障がい対象、春日キャンパス）には、あんま･

針･灸や理学療法(リハビリ)の国家資格を目指す保健学科とコンピューターを学ぶ情報システム学

科があり、本校の卒業生が５名在籍しています。昨年の６月に受験希望生徒の学校見学と卒業生

の追指導を兼ねてお邪魔しました。 

 

   
保健学科鍼灸学専攻 実習の様子 

 

鍼灸学専攻の実習見学では、授業の雰囲気とともに、卒業生のがんばっている様子がよく伝わ

ってきました。 

 

＝まなびアイサポートセンター（盲学校） 

「でアイふれアイ相談日・情報交換座談会」の実施について＝ 

 

盲学校では、視覚障がいのあるお子さんの保護者の方を中心に、保護者の方同士のつなが

りを深めていただき、悩み事などについて皆で情報を共有するとともに、支援部コーディネ

ーターと一緒に考え、語り合う場として「でアイふれアイ相談日・情報交換座談会」を設定

しております。気軽に何でも話せる場を設定したいと思っていますので、どうぞご参加くだ

さい。 

次回の情報交換座談会は、２月２１日（火） １２：３０～１４：００ になります。 

 

※他に、コーディネーター等との個別相談も設定しています。 

今年度の個別相談の開催予定は以下のようになっています。 

１月２６日（木） １０：００～１２：００ 個別相談 

         １５：００～１６：３０ 個別相談 

３月１６日（木） １０：００～１２：００ 個別相談 

         １５：００～１６：３０ 個別相談 

 

☆参加につきましては、毎回１週間前までに申し込みをいただけたらと思います。 

 

 

 

 



     

トレーニング室    プール      支援機器室     学生宿舎 

  

 見学させていただいた施設は、視覚障がい者が利用しやすいように隅々まで工夫がなされてい

ました。支援機器室には、国内で手に入るすべての種類の支援機器を揃えてあります。また、大

学構内には学生宿舎があり、ほとんどの学生がここで生活しながら勉強に励んでいるそうです。 

 

 ちなみに今年度は、普通科３年生の１名が第１回総合選抜型入試に合格し、保健学科鍼灸学専

攻へ進学される予定です。あらためまして合格おめでとうございます。先輩方に負けないようが

んばってくださいね。 

 

地域連携会議に参加して 
 ２学期を中心に、希望された保護者様をはじめ市町の福祉課や支援センター、計画相談所等の

方々に参加していただき地域連携会議が行われました。この会議に進路担当者として参加し、保

護者様の生の声を聞かせていただいたことは、個々の児童生徒を見据えた地域啓発、情報収集を

していく上でとても参考になりました。本当にありがとうございました。また、福祉等関係機関

の方々からは、教員の立場では気づかなかった視点でのアドバイスをいただくことができ、今後

の進路指導に活かせることを嬉しく思っております。来年度以降も実施していく予定ですので、

今後ともご理解、ご協力よろしくお願いします。 

支援部では、進路決定はもとより、卒業後も関係機関と協力しながら支援を続けていきたいと

考えております。 

 

 

 

第４号は以上になります。ありがとうございました。 

 

   

 


